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Ⅰ はじめに
これまで，先史時代の日本列島における地磁気分布を明らかにするために，第四紀広域テフラであ
る約 2.5万年前（Miyairi et al ., 2004）に噴出した姶良 Tnテフラ（AT：町田・新井，1976）および約
8.5～9万年前に噴出した阿蘇 4テフラ（町田・新井，2003）の古地磁気測定を行ってきた。その結果，
テフラ堆積時における日本列島の地磁気偏角および伏角の分布が明らかとなった（中島・藤井，1995a ;
Fujii et al .，2001 ; Fujii et al .，2002）。ATについては，17府県 44地点を 10地域に分けた中で，2つ
の地域では偏角あるいは伏角に 5～7°の地域異常（局地異常）が認められたものの，両テフラとも全
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Paleomagnetic study of the terrace deposits of the Niu Mountains,

















































































































では顕著な周期は認められないが，図 4では少なくとも 6個の極大値と 5個の極小値があり，約 5500
年の周期が読みとれる。
長周期の変化を調べるために，5層準ずつの移動平均を求めた。図 6に偏角および伏角の変化を示































上でみた 2万年前から 5万年前までの期間の永年変化では，偏角は 25° Wから 10° Eの間で変化し
（図 3），伏角は 35°から 60°の間で変化している（図 4）。この変動幅は西南日本における地磁気永
年変化の変動幅（Hirooka, 1971）とほぼ同じである。また，その他の時代についてこれまでに測定し
た広域テフラからの福井（136° E，36° N）における偏角と伏角の値を見てみると，約 7300年前の鬼
界アカホヤテフラの偏角は 1.0° E，伏角は 52.2° であり（中島ほか，2004），約 8.5～9万年前の阿蘇 4
図５ 近藤（1995MS）による測定結果

































た。偏角変化には 2万年周期と 3500年周期が，伏角変化には 2万年周期，7500年周期と 5500年周





は，AT（2.51 万年前：Miyairi et al ., 2004）およびDKP（5.1 万年前：中村ほか，1992）を基準とし，AT
層準の底面からの深さをもとに換算した。
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